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　　昭和41年4月25日
（毎月1回25日発行1部20円）信通仏全

（・）第・・4号（緊十二錨）

　　　　　　　　　　　仏教徒のねがい

1．仏に帰依し、仏の教えに帰依し、仏の教えをあおぐ人々に帰依して

　　正しく明るく生きぬく人間となります。

2・仏の智慧と慈悲に照らされて、さとりの道を求め、真実の自己に

　　めざめると共に、多くの人々に仏のおしえを伝えます。

3．みずから戒めを守り、行ないを反省し、生かされている身の幸せに

灘1｝fら幅み1：劇し・囎・愛情…て明・・生活

4．みずからとらわれと偏見をすてて、真実を正しく見．創造力を養い．

　　個性を伸し、よろこんで世のためにつくして、自他三等の幸せな

　　社会を作ります。　　　　　　　　　　　　（全日本仏教会制定♪
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5月号発行所全日本仏教会東京都中央区築地3－1（本願寺内）振替東京37600

発行人伊藤勝淳編集人柳　了堅　　電話（542）2969・8666（541）0313
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大
会
の
成
果
に
期
待

全

日

本
仏
教
会

　
　
　
会
　
長

　
こ
こ
に
第
十
四
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
、

愛
知
大
会
の
開
会
を
迎
え
る
に
当
り
、
関
係

意
を
捧
げ
ま
す
。

役
職
員
特
に

地
区
出
身
の

各
位
な
ら
び

に
協
力
者
の

熱
誠
こ
も
る

ご
努
力
に
対

し
、
深
甚
な

る
敬
意
と
謝

岸

信

宏

　
ま
た
遠
近
各
地
よ
り
柾
げ
て
ご
参
集
い
た

だ
き
、
仏
法
興
隆
の
た
め
ご
協
力
賜
わ
る
各

位
の
護
法
精
神
は
、
必
ず
や
本
大
会
に
期
待

す
べ
き
好
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
信
じ
、

ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
今
や
時
代
は
、
数
と
そ
の
組
織
化
が
す
べ

て
活
動
の
基
盤
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
こ
と

を
考
え
、
正
法
に
渇
す
る
現
代
の
大
衆
と
と

も
に
仏
陀
の
慈
訓
に
活
き
、
真
の
僧
伽
を
再

建
す
る
た
め
に
は
、
宗
派
を
越
え
た
機
動
的

全
一
仏
教
運
動
の
推
進
に
、
ご
精
進
賜
ら
ん

こ
と
を
希
求
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

仏
法
弘
布
の
た
め
に
…

組
織
局
長
伊

　
三
田
、
組
織
局
長
に
就
任
し

て
未
だ
半
歳
を
で
ま
せ
ん
が
、

就
任
当
初
か
ら
組
織
局
長
と
し

て
、
一
番
大
き
な
仕
事
は
、
全

日
本
仏
教
徒
会
議
で
あ
る
、
と

い
う
忠
告
を
受
け
て
参
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
未
経
験
の
私
に

と
っ
て
は
、
ほ
ん
と
う
に
こ
れ

こ
そ
試
金
石
と
、
日
夜
心
配
し

て
い
る
と
い
う
の
が
、
い
つ
わ

ら
ざ
る
心
境
で
あ
り
ま
す
。

　
大
会
は
六
月
三
、
四
日
両
日

藤

勝

　浮

名
古
屋
市
の
愛
知
県
立
体
育
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
愛

知
県
は
昨
年
の
長
野
と
同
じ
く

有
数
の
仏
教
王
国
で
あ
り
、
竣

工
間
も
な
い
こ
の
体
育
館
は
、

悠
に
弐
万
人
を
収
容
で
ぎ
る
と

い
う
こ
と
で
、
現
地
で
は
会
長
、

理
事
長
、
事
務
局
長
さ
ん
始

め
、
四
千
懸
想
山
寺
の
御
製
職

方
が
、
こ
の
マ
ン
モ
ス
体
育
館

を
一
杯
に
し
て
、
全
仏
教
徒
の

威
容
を
天
下
に
示
そ
う
と
、
そ
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の
準
備
に
寝
食
を
忘
れ
て
の
御

努
力
に
対
し
て
は
、
感
謝
の
言

葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
子
供
の
頃
か
ら
名
古
屋

を
第
二
の
故
郷
の
よ
う
に
し
て

参
り
ま
し
た
。
そ
の
名
古
屋
市

で
開
か
れ
る
全
日
本
仏
教
徒
会

議
に
、
就
任
予
々
か
ら
担
当
局

長
と
し
て
出
席
で
き
ま
す
光
栄

に
、
感
謝
と
感
激
を
捧
げ
、
地

元
の
方
々
の
御
努
力
に
対
し
て

も
、
全
日
本
仏
教
徒
会
議
始
ま

っ
て
以
来
の
立
派
な
大
会
に
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

　
現
代
は
組
織
の
時
代
で
あ
る

一
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
組
織

の
な
い
も
の
は
、
時
代
か
ら
と

り
残
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
残
念

な
が
ら
現
在
の
仏
教
界
を
見
渡

し
て
も
、
檀
信
徒
は
菩
提
寺
の

こ
と
な
ら
ば
と
も
か
く
も
、
こ

れ
が
宗
団
と
な
り
、
ま
し
て
仏

教
会
の
行
事
と
な
り
ま
す
と
、

我
関
せ
ず
え
ん
と
い
う
こ
と
に

な
り
勝
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
仮
に
宗
団
に
お
い
て
数
千

人
の
人
を
動
員
し
よ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
恐
ら
く
半
年
も
前
か

ら
準
備
を
要
す
る
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。
と
こ
ろ
が
組
織
力
を
誇

る
新
興
教
団
に
お
い
て
は
、
数

時
間
に
し
て
数
千
人
を
、
数
日

に
し
て
数
万
人
の
人
を
動
員
で

き
る
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

全
く
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で

す
。
こ
れ
全
く
組
織
の
力
に
よ

る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
仏
教
徒
会
議
に
つ
い
て

も
、
そ
の
意
義
そ
の
他
が
云
々

さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
ま
ず
目

的
を
同
じ
う
す
る
多
く
の
人
達

が
集
る
、
と
い
う
こ
と
に
第
一

の
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
．
い
で

し
ょ
う
か
。
と
同
時
に
、
あ
ら

ゆ
る
犠
牲
を
は
ら
っ
て
行
わ
れ

る
こ
の
大
会
が
、
現
時
点
に
お

い
て
と
う
て
い
実
行
不
可
能
な

病
理
室
論
の
放
談
会
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
点
今
年
は
主
題
を
し
ぼ
り
、

実
行
可
能
な
議
案
の
審
議
に
限

る
こ
と
と
し
、
議
事
運
営
委
員

会
に
お
い
て
提
出
議
案
の
採
否

を
厳
格
に
審
査
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
優
れ
た
提
案

の
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み

ま
せ
ん
。

　
こ
の
全
仏
通
信
が
届
き
ま
す

こ
ろ
に
は
、
地
元
役
員
の
方
々

を
始
め
、
関
係
各
位
が
最
後
の

努
力
を
傾
注
さ
れ
て
お
ら
れ
る

こ
ろ
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
御
尽

力
に
対
し
深
く
感
謝
の
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
一
人
で
も
多

く
の
人
が
参
加
さ
れ
、
仏
陀
の

正
し
い
教
え
を
如
何
に
弘
め
る

べ
き
か
を
語
る
こ
の
大
会
が
、

成
功
裡
に
終
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

瞥
遣
㈲
騒

乱
当
代

　
三
教

鮒
欄
仏

欧
響
本
署
日

置
，
，
難

　下記により、「仏基親善平和祈願、欧州保育

園幌察日奉仏教代表団を募集しまず。ふるって

ご参加下さるようお願いします。

日　時

費用

資楕

巡囹莞

申込〆切

10月18日1より11月8日まで（22目間）

39万5千円（但し境行の運賃及料金

にして　名以上を昌昌としている。

全仏垣日額宗派寺院住職仏教徒でそ

の家族（1親等以内）にかぎる。

主なものは、仏教関係で、ロンドン

仏教会、イタリー仏教会。保育施設

関係ではドイツ、ロンドン、バリ

イタリー各国施設。

7月末日まで

主催全日本仏教会
東京都申央区築地3の1
電話（542）2969・8666
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全
国
の
仏
教
徒
あ
げ
て
…
…

ま
ず
東
京
大
会

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
日
・
を
追
う
て
激
化
し
、

本
格
的
戦
争
に
発
展
し
て
き
た
。

街
，
頭
募
金
や

休
戦
・
署
名
運
動

つ
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
仏
で
は
こ
と
し
・

も
ベ
ト
ナ
ム
救
援
運
動
を
重
要
事
業
の
第
一
に
と
り

あ
げ
、
具
体
策
を
検
討
し
て
き
た
が
、
さ
る
四
月
八
．

日
釈
尊
降
誕
の
聖
日
に
際
し
て
「
ぺ
干
ナ
ム
の
悲
劇

を
仏
の
慈
悲
で
救
お
う
」
を
旗
印
に
、
午
後
十
時
か

ら
東
京
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂
に
千
数
百
名
の
仏
教

徒
代
表
者
を
集
め
て
「
ベ
ト
ナ
ム
救
援
な
ら
び
に
休

戦
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
大
会
」
を
ひ
ら
い
た
。

〔写真〕日比谷大音

　楽堂の大会風景

　
こ
の
日
午
前
十
時
に
大
会
副

委
員
長
の
身
延
山
東
京
別
院
貫

首
藤
井
教
雄
師
の
開
会
宣
言
、

大
会
委
員
長
黒
田
全
仏
事
務
総

長
の
挨
拶
の
あ
と
、
日
蓮
宗
管

長
総
本
山
身
延
山
法
主
、
前
壷

仏
副
会
長
藤
井
日
静
狽
下
大
導

師
の
も
と
、
平
和
祈
願
法
要
が

厳
粛
裡
に
と
り
行
わ
れ
た
。
つ

づ
い
て
議
長
団
が
選
出
さ
れ
、

梅
原
契
天
曹
洞
宗
教
代
部
長
が

挨
拶
を
述
べ
別
掲
の
「
大
会
宣

言
文
」
を
万
場
一
致
の
拍
手
で

議
決
し
た
。
つ
づ
い
て
自
民
党

幹
事
長
田
中
角
栄
氏
（
代
理
）
ら

来
賓
か
ら
力
強
い
激
励
の
辞
が

大
会
宣
言

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
現
実
は
ま
す

ま
す
深
刻
な
様
相
を
呈
し
、
戦
禍

の
難
民
は
飢
餓
悪
疫
に
瞭
産
し
て

い
る
。
わ
れ
わ
れ
日
本
仏
教
徒

は
、
こ
の
実
情
を
深
く
憂
慮
し
、

ベ
ト
ナ
ム
の
民
衆
が
こ
れ
ら
の
苦

悩
か
ら
救
わ
れ
る
こ
と
を
祈
念
す

る
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が

平
和
的
手
段
に
よ
り
、
速
や
か
に

完
全
終
焉
す
る
こ
と
を
渇
望
し
て

の
べ
ら
れ
、
稲
田
四
仏
総
務
局

長
の
閉
会
の
辞
で
正
午
に
大
会

の
幕
を
と
じ
た
。

　
大
会
が
終
っ
た
の
ち
、
参
会

者
は
、
黒
衣
に
白
い
手
甲
、
脚

絆
、
網
代
笠
姿
の
身
延
山
青
年

布
教
隊
五
十
名
の
ウ
チ
ワ
太
鼓

を
先
頭
に
、
標
旗
、
タ
ス
キ
が

け
で
日
比
谷
公
園
入
口
、
薪
橋

駅
、
有
楽
町
駅
、
数
寄
屋
橋
、

銀
座
四
丁
目
和
光
前
、
三
原
橋

の
各
所
で
街
頭
募
金
と
休
戦
署

名
を
道
ゆ
く
人
に
よ
び
か
け

た
。
　
こ
の
運
動
は
明
年
四
月
八
日

の
釈
尊
降
誕
会
ま
で
、
全
国
的

に
展
開
ざ
れ
る
が
、
主
催
の
全

編
事
務
局
で
は
、
加
盟
各
宗

派
、
都
道
府
県
仏
教
会
、
各
種

団
体
な
ど
が
そ
の
地
域
で
そ
れ

ぞ
れ
強
力
に
実
行
す
る
よ
う
よ

び
か
け
て
い
る
。
集
ま
っ
た
募

や
ま
な
い
。
本
日
、
釈
尊
降
誕
の

聖
日
に
際
し
、
わ
れ
わ
れ
日
本
仏

教
徒
代
表
者
は
東
京
日
比
谷
公
園

に
結
集
し
、
仏
陀
の
大
精
神
を
高

揚
し
、
ベ
ト
ナ
ム
救
援
お
よ
び
、

現
地
六
月
三
日
釈
尊
降
誕
日
一
日

休
戦
運
動
を
全
日
本
に
展
開
せ
ん

こ
と
を
期
す
る
。

　
右
宣
言
す
る
。

昭
和
四
十
一
年
四
月
八
日

日
本
仏
教
徒
の
ベ
ト
ナ
ム
救
援

　
　
　
　
　
総
決
起
大
会
参
加
者
一
同

金
や
休
戦
署
名
簿
は
で
き
る
だ

け
早
く
本
部
（
東
京
都
中
央
区

築
地
三
．
の
一
全
日
本
仏
教
会
国

際
局
）
あ
て
送
付
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
す
る
。

　
な
お
募
金
目
標
は
三
千
万
円

を
目
ざ
し
て
お
り
、
こ
の
義
金

は
多
数
の
傷
つ
き
病
め
る
ぺ
・
ト

ナ
ム
民
衆
へ
、
仏
教
会
な
ど
を

通
じ
て
送
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
休
戦
を
訴
え
る
署

名
簿
は
、
五
月
二
十
日
ま
で
に

と
り
ま
と
め
、
国
連
を
は
じ
め

関
係
奮
闘
政
府
、
南
北
ベ
ト
ナ

ム
仏
教
会
、
W
F
B
本
部
及
び

傘
下
の
．
各
国
会
長
あ
て
に
送
り

日
本
仏
教
徒
の
悲
願
を
訴
え

る
。
　
、

　
口
仏
教
政
治
同
盟
で
は
、
こ
ん

　
ど
新
し
い
委
員
長
に
阿
部
竜
伝

　
氏
を
選
び
、
機
構
の
改
革
と
組

　
織
強
化
を
計
り
、
意
欲
的
に
活

　
動
を
し
て
い
る
が
、
さ
る
四
月

　
二
十
七
日
午
後
一
時
か
ら
東
京

　
神
田
の
学
士
会
館
で
総
会
を
開

　
催
し
た
。

　
　
仏
政
同
は
全
仏
加
盟
の
団
体

　
で
も
あ
り
、
全
国
仏
教
徒
の
強

　
力
な
る
支
援
を
の
ぞ
ん
で
い

　
る
。

　
口
文
化
局
で
は
新
し
く
設
け
ら

　
れ
た
青
少
年
専
門
委
員
の
活
動

　
に
期
待
を
か
け
て
い
る
が
、
政

　
府
の
青
少
年
育
成
国
民
会
議
の

　
趣
旨
に
賛
同
し
、
結
成
準
備
段

　
階
に
あ
る
各
部
会
に
そ
れ
ぞ
れ

　
分
担
を
決
め
目
的
達
成
に
向
っ

　
て
歩
み
出
し
た
。
各
部
会
の
研

　
究
委
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
　
家
庭
成
人
部
会
　
島
田
喜
久

…　
子
育
成
部
会
三
輪
美
津
子

…　
施
設
部
会
　
岩
堀
至
道
　
教
育

…印
　
・
福
祉
部
会
　
内
山
発
修
　
総

務
部
会
伊
東
脩
己

口
初
の
弘
報
小
委
員
会
は
、
さ

る
四
月
十
二
日
午
後
一
時
半
か

ら
、
全
仏
事
務
局
で
白
川
良
純

委
員
長
を
は
じ
あ
北
の
内
真
竜

船
口
暉
子
、
佐
本
政
治
、
西
本

梧
作
の
全
委
員
、
事
務
当
局
か

ら
伊
藤
組
織
局
長
、
柳
組
織
部

長
、
古
宇
田
主
事
が
出
席
し
て

ひ
ら
い
た
。

　
ま
ず
小
委
員
会
の
任
務
、
性

格
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

と
く
に
全
仏
通
信
を
よ
り
よ
い

も
の
に
す
る
た
め
の
研
究
が
す

す
め
ら
れ
、
全
仏
の
広
報
活
動

の
重
要
性
に
つ
い
て
組
織
専
門

委
員
会
に
決
議
事
項
を
報
告
、

会
長
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
同
四
時
散
会
。

額▲

亀

布教用の素材■

なら　　■
なんでも・一・・

5鞍　願
お勲下さい■

敦杖
センター皇，絵・・

下京・花屋町

油小路角

’”、」嘲1 各種制作

■教杖
■センタ
■椋●花劉
　油小路角
■　（鋤4！隅1
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全国七ブロック

で地域別会議
　
全
仏
で
は
、

本
年
度
の
事
業

計
画
の
う
ち
、

各
地
域
仏
教
会

の
組
織
強
化
を

重
点
的
な
目
標

と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
組
織
局

で
は
、
全
国
を

七
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
地
域
別
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
を
、
開
催
県
と
共

催
の
も
と
に
順
次
開
催
す
る
予

定
を
た
て
て
い
る
。

　
ま
ず
東
海
地
区
は
、
四
月
二

十
五
日
午
前
十
時
か
ら
岐
阜
市

に
、
愛
知
、
静
岡
、
三
重
、
岐

阜
の
各
県
代
表
者
が
参
集
し
て

協
議
、
つ
づ
い
て
五
月
十
一
日

午
後
二
時
か
ら
群
馬
県
の
水
上

温
泉
松
の
湯
ホ
テ
ル
で
、
関
東

甲
信
越
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が

開
か
れ
る
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
主
な
る
議

題
は
、
各
都
県
仏
教
会
の
組
織

を
ど
ん
な
方
法
で
強
め
る
か
、

寺
院
の
権
益
よ
う
ご
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く

か
を
協
議
す
る
ほ
か
、
全
仏
へ

の
協
力
に
つ
い
て
話
あ
い
が
も

た
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
は
、

各
都
県
仏
教
会
の
活
動
状
況
を

報
告
し
各
県
相
互
の
連
絡
提
携

を
は
か
り
、
全
一
仏
教
を
さ
ら

に
盛
り
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

人

事

　
文
化
局
本
年
度
事
業
計
画
に

基
づ
く
仏
教
徒
憲
章
制
定
な
ら

び
に
全
仏
教
聖
典
の
作
成
に
つ

い
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
が
全

仏
会
長
か
ら
四
月
六
日
つ
ぎ
の

と
お
り
委
嘱
さ
れ
た
。

　
仏
教
徒
憲
章
制
定
委
員

　
　
　
　
　
西
　
　
義
雄

　
　
　
　
早
島
鏡
正

　
　
　
　
増
永
霊
鳳

　
　
　
　
紀
野
　
一
義

聖
典
編
纂
準
備
委
員

西雲石塩櫛金早増
　藤橋入田岡島永

義義益亮良秀鏡霊
画道恵達洪友正鳳

　
な
お
四
月
二
十
二
日
午
前
十

一
時
か
ら
事
務
総
局
に
予
て
仏

教
憲
章
制
定
第
一
回
戦
委
員
会

を
開
催
し
た
。

印度日本寺仏塔落慶　国際仏教
会館インド日本寺建設委員会のインド日本寺建

立の第一期事業として工事中であった仏塔がさ

る2月27日落慶。全農会長岸　信宏狽下の導師

で落慶法要が現地で厳修された。写真はその落

慶式

搬
一
定
の
新
任
搬
笹
蟹
千
葉
県
仏

　
千
葉
県
仏
教
会
で
は
、
さ
る

四
月
十
一
日
午
前
十
一
時
か
ら

新
装
の
成
田
山
信
徒
会
館
で
四

十
数
名
出
席
の
も
と
に
役
員
総

会
を
ひ
ら
き
、
前
年
度
の
事
務

報
告
と
決
算
承
認
、
本
年
度
の

事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案
を
審

議
全
会
一
致
承
認
し
た
。
諸
仏

か
ら
は
伊
藤
組
織
局
長
柳
組
織

部
長
が
出
席
、
全
面
の
本
年
度

の
事
業
計
画
を
説
明
し
協
力
方

を
懇
請
し
、
さ
ら
に
県
仏
の
躍

進
を
誓
い
あ
っ
た
。

　
つ
づ
い
て
午
後
一
時
か
ら
、

新
会
長
成
田
山
貫
主
松
田
照
応

大
僧
正
の
就
任
祝
賀
会
が
開
か

れ
た
。

　
祝
賀
会
で
は
ま
ず
熊
野
理
事

長
か
ら
、
　
「
前
会
長
荒
木
照
定

狽
下
が
な
く
な
ら
れ
た
こ
と
は

県
下
全
会
員
が
非
常
に
失
望
し

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
私
た
ち

の
懇
請
を
い
れ
ら
れ
松
田
新
貫

主
狽
下
を
本
会
の
会
長
に
推
載

で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
喜

び
、
会
員
一
同
一
致
団
結
し
、

新
会
長
の
も
と
に
千
葉
県
仏
の

躍
進
を
は
か
り
た
い
」
と
の
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
、
全
仏
伊
藤
組

織
局
長
、
千
葉
県
総
務
課
長
の

祝
辞
が
あ
っ
た
の
ち
松
田
新
会

長
か
ら
、
　
「
私
は
全
力
を
あ
げ

て
皆
さ
ん
の
御
期
待
に
そ
う
べ

く
頑
張
る
つ
も
り
で
あ
る
」
と

力
強
い
会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
乾
杯
の
の
ち
祝
宴
に

う
つ
り
全
仏
婦
連
山
本
杉
理
事

長
、
近
県
仏
教
会
長
を
代
表
し

て
神
奈
川
県
仏
教
会
長
高
橋
回

天
川
崎
大
師
貫
主
、
県
宗
連
、

千
葉
県
寺
院
代
表
な
ど
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
が
の
べ
ら
れ
盛
会

裡
に
午
後
三
時
終
っ
た
。

　
全
適
職
祝
賀
会
全
日

本
仏
教
青
年
会
で
は
、
四
月
二

十
六
日
午
後
五
時
か
ら
、
大
阪

の
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
、
新
会

長
大
谷
光
紹
師
、
副
会
長
池
坊

専
永
師
の
就
任
祝
賀
会
を
催
し

た
。
秘
仏
で
も
祝
意
を
表
し
、

黒
田
事
務
総
長
、
伊
藤
局
長
、

柳
部
長
が
出
席
し
た
。

大
阪
府
仏
会
長
の
災
厄

　
大
阪
府
仏
教
会
会
長
の
間
野

敬
重
師
は
な
が
く
会
長
と
し
て

在
任
し
、
地
域
仏
教
会
の
興
隆

に
尽
力
さ
れ
、
と
く
に
全
日
本

仏
教
徒
会
議
大
阪
大
会
の
た
め

非
常
な
努
力
を
さ
れ
た
が
、
過

日
自
坊
が
不
慮
の
災
厄
に
よ
っ

て
焼
失
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に

残
念
な
こ
と
で
一
日
も
早
く
復

興
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
い

る
。
　
全
仏
で
は
早
速
見
舞
電
報
を

打
電
、
四
月
二
十
六
日
に
黒
田

事
務
総
長
、
伊
藤
組
織
局
長
、

柳
組
織
部
長
が
お
見
舞
し
た
。

　　　　株式会社

σ囁醸広
本店京都市鳥丸通東本願寺前
　　　電話　　37－2『95ぐ代妻）　●37－1256

東窟店台東区西浅軍1丁臼6蕎5号
　　　電話　844－3715・6656●　841－8328

感謝の礼拝「
平和な家薩

　　b

大谷ご本廟、室内改装

ご荘厳設計施工の栄に

浴しました。

前
大
会
で
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
の
た
び
も
本
真
珠
製
品
お
念
珠
ほ
か

い
ろ
い
ろ
と
り
揃
え
て

会
場
で
展
示
即
売
会

よ
ろ
し
く

　
お
引
立
を
お
願
い
し
ま
す
。

、
胃
」

琴
　
－
＝

　　－　　　　　”　一　　　P
P　　巳

“

’
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全
国
寺
院
名
鑑
作
成
の
進
行
状
況
は
前
号

（
昭
和
四
十
一
年
三
月
十
七
日
現
在
）
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
刊
行
会
で
は
着

々
と
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
申
す
ま
で
も
な
く
こ
の
寺
院
名
鑑
は
世
紀
の

大
事
業
で
あ
り
、
仏
教
界
に
永
久
に
記
念
さ
れ

る
べ
き
大
著
作
で
あ
る
だ
け
に
、
各
宗
派
宗
務

所
（
庁
）
各
本
山
、
各
都
道
府
県
勢
教
会
等
の

絶
大
な
御
協
力
を
賜
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
に
本

書
の
特
色
と
す
る
点
は

①
全
国
の
寺
院
八
万
ケ
寺
を
掲
載
し
て
あ
る
こ

と
。②
寺
院
巡
拝
及
び
史
学
資
料
の
宝
庫
と
思
え
る

記
事
内
容
を
も
っ
て
い
る
こ
と
。

の
二
点
で
す
。
従
っ
て
各
宗
務
所
、
寺
院
は
も

　
　
　
討
呂

　
．
翻
臓
，

糖嗣
・
．
，

螺
朕
爵

欝
，
　
欝
●
繭

（
・

日
晒
…
．

（…弥

と
よ
り
学
校
、
図
書
館
、
仏

教
関
係
、
報
道
関
係
、
官
公

庁
、
一
般
会
社
な
ど
で
本
書

の
刊
行
を
渇
望
し
て
い
る
現

状
で
す
。

　
今
後
五
十
年
あ
る
い
は
百

年
の
間
に
再
び
出
版
で
き
な

い
と
も
い
わ
れ
る
大
著
作
の

　
宗
　
派
　
名

真
子
宗
豊
山
派

　
〃
　
智
山
派

浄
　
土
　
宗

天
　
台
　
宗

高
野
山
真
言
宗

真
宗
大
谷
派

資
料
依
頼

一い一…一

四
〇
〇

四
〇
〇

八
七
二
一
〇
〇

一
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
四
〇

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
　
二
、

，
曹
　
洞
　
宗
　
二
、
三
四
〇

臨
済
宗
妙
心
寺
派
一
、
四
〇
〇

日
　
蓮
　
　
宗
　
一
、
四
〇
〇

聖
　
徳
　
宗
　
　
　
　
九

華
厳
宗
　
＝
二

真
言
宗
大
覚
寺
派
　
　
　
三
九

新
義
真
言
宗
　
　
　
　
　
二
六

真
言
宗
　
二
〇

真
言
宗
御
室
派
　
　
　
　
五
二

　
　
〃
泉
涌
寺
派
　
　
　
　
温

和
　
　
　
宗
　
　
　
　
三

天
台
真
盛
宗
　
　
　
五
二

天
台
寺
門
宗
　
　
　
三
九

融
通
念
仏
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九

浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
　
三
九

西
山
浄
土
宗
　
　
　
六
五

真
言
高
田
派
　
　
　
六
五

　
〃
仏
光
寺
派
　
　
　
　
三
九

真
宗
木
辺
派
　
　
　
＝
二

三
四
〇

　
　
一
、

資
料
の
牧
集
状
況
（
四
一
年
四
月
十
日
現
在
）

る
と
い
う
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
が
、

大
な
刊
行
経
費
を
要
す
る
本
事
業
ん
で
き
得
る

限
り
の
御
協
力
（
購
入
申
込
）
を
切
望
す
る
次

第
で
す
。柵

翠黛行刊

名
鑑
作
成
に
、
ど
う
か
各
寺

院
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
書

類
は
一
日
も
早
く
処
理
し
て

い
た
だ
き
原
稿
を
刊
行
会
に

御
送
付
下
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
原
稿
送
付
に

よ
っ
て
購
入
の
義
務
が
生
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
う

会
行
　
円
発
引
直
　
ぺ
。
紙
ス

教
刊
　
0
0
。
二
者
　
0
0
定
ト
ロ
本

仏
鑑
　
β
込
代
書
　
⑩
予
一
ク
華

本
名
　
1
3
申
第
申
　
膨
の
ア
皮
豪
秋

鋸
会
講
諮
送
鱒
慧
難

行発んさ編

格
法
朝
方
三
布
予
頒

裁体

日定予行発

〃
　
出
雲
路
派

〃
　
三
門
徒
派

〃
　
興
正
派

臨
済
宗
南
禅
寺
派

〃
　
円
覚
寺
派

〃
　
天
竜
寺
派

〃
　
建
仁
寺
派

〃
　
相
国
寺
派

〃
　
建
長
寺
派

日
蓮
宗
不
受
不
施
派

法
華
宗
本
門
流

　
〃
　
陣
門
流

素
本
法
華
宗

本
門
聯
立
宗

時
　
　
　
　
宗

黄
　
葉
　
宗

臨
済
宗
仏
通
寺
派

〃
　
方
広
寺
派

〃
鶉
藩

　
九
　
七
三
九
五
二
二
六
＝
二
＝
二
＝
二
五
二
　
五
五
二
＝
二
二
五
二
六
五
二
五
二
＝
二
二
〇
＝
二一
二

響五九
五

五
八
一

七
四
八

四
七
九

三
七
八

七
三
二

三
〇
五

六
九
〇

六
七
六

　
　
二

　
　
三

　
　
九

　
　
三

　
一
五

　
二
二

　
　
七

　
　
二

　
　
八一
〇
一
〇
一
六

二
一
二
八一
八
一
〇

　
四
　
五
二
〇一
九

二
二
　
八
　
七
　
八
四
一
　
三
二
七
　
八一
九
一
六

二二
四

　
七
　
九
　
八
　
六

こ
の
他
の
宗
派
に
つ
い
て
も
現
在
事
務
処
理
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

叫
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1　　主催全日本仏教会
i　古き日本の文化は、概ね中国を母体としている

1ことは御承知のとおりであります。まして仏教文
1化においては言うまでもありません。
1　このたび本会においては、中国仏教協会の全面
1的な御協力を得て、中国古刹巡拝団を派遣いたす
1ことといたしました。この巡拝団には、特に「西
1安、天台山」等一般旅行者の立寄ることを禁じら
1れている地域をも巡拝することがゆるされまし

1た。
1　わが国仏教法脈相承のあとを温ね、入唐諸先徳
1の苦修練行の悌をしのび、併せて中国仏教徒と交
1歓いたすことは、洵に意義深いものがあると存じ
1ます。何卒同流各位の多数御参加を切望いたすも
1のであります。
1－

i　　　　　　全日本仏教会
1　　　　中国古刹巡拝団要綱
11．旅行期間
＝　昭和41年8月31日（水曜日）から9月18日（日
1曜日）まで18泊19日間
12．　募集人員　　22名
i3．主な訪問先、法要、参拝ケ所

1　北京＝広済寺（中国仏教会本部）碧雲寺（35米
1の金剛宝塔がある）霊光寺（仏金剛塔参拝）臥仏
1寺（釈迦牟尼の臥像がある）万里長城故宮博物院
1　（紫金城）天壇、地下宮殿外
1　洛陽＝白馬寺（中国第一の古い歴史をもってい
1る）竜門石窟（仏像のよさ随一、10万箇の石仏が
1ある。
1　西安＝青竜寺遺跡参拝探訪大興善寺（弘法大師
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　　協　賛　日中平和観光株式会社　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロゆかり）大慈恩寺玄弊三蔵国師が天竺からの仏1
典、訳文を納めた大雁塔がある。）西安二二（唐1
宋以来今尚残る彩しい碩徳碑などの蒐集）　　　　1
　杭州＝西隠寺（雲林寺ともいわれ慧理大師の創　1
建、近年修復され、東大寺に比肩される大寺院、　1
西湖（蓮の花の美しい絶春の地）六識塔（身代の　1
創建、仏舎利が奉蔵される60米（13層）9仏塔　　1

　天台山＝国清寺（伝教大師ゆかりの名刹、参拝　1
後宿坊に泊る（中国の釈迦といわれた天台大師を　1
開祖する）　　　　　　　　　　　　　　　1
　上海＝静安寺（日本に留学した密林法師がいる）1
玉仏寺（碧玉でつくった釈迦牟尼の像で有名）　　1
　広州＝浄慧寺（唐の詩人蘇東波がいたことから　1
六轄寺とも呼ばれる広州の名刹です）副乳詞（陳　1

家書院）宏大な建築規模、中国民間芸術の優秀な　1

綜合体　　　　　　　　　　　　　　　　1

働費用 t駕蟹禺｝一i
　　　　　　　　　　　　（申込金を含む）　　1
　分担金は訪問先、或は寺院への記念品代、法要1
費、通信費等の共通経費に充当　　　　　　　　　1
5．　申込締切リ　　　　　　　　　　　　　　　1
　6月30日（但し満員次第締切り致します。）　　1
6．　申込方法　　　　　　‘　　　　　　　　　1
　申込書に所定の事項ご記入の上、東京都中央区　1

築地3丁目1番地全日本仏教会宛に申込金5万円　1
を添えて、ご持参下さるか、または申込書を郵送　1
と同時に申込金を三井銀行築地支店「全日本仏教　1
会」口座にお振込下さい。　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
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